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全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
で
群
馬
県
勢
初
優
勝

と
い
う
快
挙
を
遂
げ 

た
前
橋
育
英
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

の
山
田
監
督
は
今
年
で
就
任
36
年
目
。
選
手
権
で
は

準
優
勝
二
度
と
ベ
ス
ト
４
四
度
を
獲
得
し
て
お
り
、

全
国
上
位
の
常
連
校
だ
。
そ
の
チ
ー
ム
を
さ
ら
に
強

く
し
た
要
因
は
、
前
年
の
決
勝
戦
の
大
敗
だ
っ
た
。

　
「
昨
年
は
、
選
手
た
ち
と
唇
を
か
み
し
め
て
表
彰
式

を
見
上
げ
て
い
た
。
こ
の
悔
し
さ
を
忘
れ
て
は
意
味

が
な
い
と
、
繰
り
返
し
伝
え
て
き
ま
し
た
」。
決
勝
の

対
戦
相
手
は
今
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
校
。
一

年
の
集
大
成
と
も
言
え
る
徹
底
し
た
攻
守
の
切
り
替

え
が
活
き
、
誓
い
通
り
全
国
の
頂
点
に
立
っ
た
。
さ
ら

に
、
４
月
に
行
わ
れ
た
国
際
大
会
「
ダ
ラ
ス
カ
ッ
プ
」

で
も
初
優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

　

山
田
監
督
は
日
頃
か
ら
選
手
た
ち
に
自
ら
考
え
、

行
動
す
る
よ
う
に
と
教
え
て
い
る
。
過
酷
な
練
習
、
期

待
を
背
負
っ
た
試
合
な
ど
、
逃
げ
出
し
た
く
な
る
ほ

ど
大
き
な
壁
に
挑
戦
す
る
と
き
、
強
い
心
と
自
ら
チ

ー
ム
の
課
題
を
発
見
、
解
決
で
き
る
力
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
か
ら
だ
。「
大
き
な
挫
折
や
失
敗
を
経

験
し
た
時
、
い
か
に
前
を
見
て
立
ち
向
か
え
る
か
。
そ

こ
に
は
強
い
意
思
力
が
必
要
で
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
生

徒
自
身
の
成
長
と
進
化
に
つ
な
が
り
ま
す
」。
幾
多
の

敗
戦
に
も
め
げ
ず
、
選
手
た
ち
は
率
先
し
て
チ
ー
ム

の
課
題
を
サ
ッ
カ
ー
ノ
ー
ト
に
書
き
込
み
、
諦
め
な

か
っ
た
。
心
強
く
、
頼
も
し
い
姿
だ
っ
た
と
い
う
。

　

去
年
四
月
の
校
長
就
任
後
、「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・

フ
ァ
ー
ス
ト
」を
目
標
に
掲
げ
た
。
選
手
の
こ
と
を
第

一
に
考
え
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
か
ら
名

付
け
た
も
の
だ
。「
変
わ
り
た
い
、
成
長
し
た
い
と
い

う
生
徒
の
気
持
ち
を
見
逃
さ
ず
、
良
い
部
分
を
見
つ

け
た
い
。
夢
の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
学
校
を
目

指
し
て
い
ま
す
」と
校
長
と
し
て
の
今
後
の
意
気
込

み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

挑
戦
で
き
る
人
で
あ
れ

選
手
の
将
来
見
据
え
た
育
成
論

山田 耕介
1959年長崎県国見町（現・雲仙市 ）生まれ。長崎県立

島原商業高校では小嶺忠敏氏の指導の下、＇77年に全国

高校総体優勝を経験。法政大学を経て＇82年より前橋

育英高校サッカー部監督に就任。2009年に全国高校総

体初優勝。＇17年度より校長就任。今回の全国高校サッ

カー選手権優勝の功績をたたえ、同部は群馬県県民栄

誉賞と前橋市市民栄誉賞を受賞。＇13年全国高校野球選

手権大会優勝の野球部に続いて二度目となる。輩出し

たプロ選手は国内、海外を含め70名以上。

前橋育英高等学校校長 兼 サッカー部監督

Profi le



022018.05

薔薇の街、前橋
薔薇のお酒、

４輪の薔薇にまつわる
愛のエピソード

そ
れ
は
あ
る
舞
踏
会
で
の
こ
と
。
フ
ォ
ア
ロ
ー
ゼ
ズ
の
生
み
の
親

ポ
ー
ル
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
、
絶
世
の
美
女
と
出
会
い
ま
す
。

一
目
で
恋
に
落
ち
た
ポ
ー
ル
は
、
迷
わ
ず
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
ま
し
た
。

で
も
、
彼
女
は
彼
に
こ
う
答
え
た
の
で
す
。

「
ど
う
か
次
の
舞
踏
会
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
お
受
け

す
る
な
ら
、
薔
薇
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
つ
け
て
ま
い
り
ま
す
。」

そ
し
て
約
束
の
舞
踏
会
の
夜
。
彼
女
は
4
輪
の
真
紅
の
薔
薇
を
胸
に
、

彼
の
前
に
現
れ
た
の
で
し
た
。
愛
が
実
っ
た
素
晴
ら
し
い
瞬
間
。

そ
ん
な
素
敵
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
「
フ
ォ
ア
ロ
ー
ゼ
ズ
」と
名
付
け
ら
れ
、

ラ
ベ
ル
に
は
ふ
た
り
を
結
ん
だ
真
紅
の
薔
薇
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
が
、

描
か
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。



繭
まゆ
から糸を紡いでつくられる生

きいと
糸。

たくさんの人たちが関わり、
知恵と技術で撚

よ
られて、人にやさしく、美しく、そして強い絹

きぬ
となる。

明治・大正・昭和と世界に良質な生糸
－ブランド名“マイバシ”－の生産で栄華を誇った生

い と
糸の市

まち
『前橋』

前橋商工会議所は、会員のニーズや意見をくみとり、
少しずつ太い絆に変え、紡

つむ
いでいくことで

地域経済の発展と暮らしやすい県都・前橋づくりに努めていきます。

前橋商工会議所会報

題字　曽我孝之　前橋商工会議所会頭
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特 集

04 「ICTしるくプロジェクト」から
生まれた新たな未来

01 MAEBASHI旬人

挑戦できる人であれ 選手の将来見据えた育成論
山田 耕介（前橋育英高等学校校長 兼 サッカー部監督）

10 会議所活用DO!

専門家派遣による経営支援
11 経営プラス

◦平成29年度補正　IT導入補助金のご案内
◦総務担当者セミナーを開催します

12 専門家の引き出し

貴社も特許出願をしてみませんか？
13 会員ひろば

㈲原田空調設備
ギャラリーアートスープ
赤城フーズ㈱
㈲アクアポット

14 知りたい!まえばしNOW!

地域に愛される大学を目指す
～学生と企業との接点づくりの取り組み

CONTENTS

表紙写真：繭「新小石丸」
皇居紅葉山のご養蚕所で飼育
している「小石丸」と中国種を
交配した蚕種、ぐんまオリジ
ナル蚕品種です。



特
集

﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ
し
る
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂か
ら

生
ま
れ
た
新
た
な
未
来

～
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
活
用
の
可
能
性
を
考
え
る
～

042018.05

　３年前に利用が開始されたマイナンバー制度は、国民の共通番号を通じ
た行政を始めとする事務の効率化を進めるだけでなく、IoT やビッグデー
タ、AI（人工知能）など先端技術を駆使して、生産性の向上や地域経済の
活性化を進めるうえでも重要な制度である。
　そのなかで前橋エリアにおいては、「ICT しるくプロジェクト」と称し、
マイナンバーカードを活用した「母子健康情報サービス」「画像連携」「マ
イタク」などのサービスを展開したことにより、医療・健康・保健・交通
の分野における ICT まちづくりの最先端をいく地域となった。
　そこで本特集では、前橋をフィールドとした様々な取り組みを整理しつ
つ、ICT まちづくりの展望について紹介する。



一
方
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
自
体
は
、
12
桁
の

数
字
以
上
の
機
能
を
有
す
る
。
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
た

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
こ
と
を
指
す
の
だ
が
、
こ
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
に
は
「
公
的
個
人
認
証
」と
い
う
「
電
子
的
な
カ
ギ
」

が
搭
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
電
子
的
カ
ギ
で
、
で
き
る

こ
と
は
二
つ
あ
っ
て
、「
電
子
署
名
」
と
「
電
子
的
な
本

人
認
証
」で
あ
る
。

前
者
は
文
字
通
り
、
電
子
的
な
世
界
で

署
名
が
で
き
る
機
能
で
あ
り
、
法
的
に

実・

・

・

・

印
相
当
の
効
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

後
者
は
ウ
ェ
ブ
上
で
本
人
認
証
を
し
て
く

れ
る
機
能
で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
上
で
の
本
人

認
証
に
は
、
し
ば
し
ば
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
が
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
の
方
法
で
は
容

易
に
な・

・

・

・

・

り
す
ま
し
が
可
能
で
あ
り
、
し
か

も
偽
名
で
も
架
空
で
も
登
録
が
で
き
て
し

ま
う
。
そ
の
観
点
か
ら
ウ
ェ
ブ
上
で
正
確

に
本
人
を
認
証
す
る
こ
と
は
、
こ
と
の
ほ

か
難
し
い
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

そ
の
機
能
を
有
し
、
か
つ
基
本
的
に
無
料

で
カ
ー
ド
を
取
得
で
き
、
こ
れ
ほ
ど
有
益

な
ツ
ー
ル
は
日
本
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
中

で
他
に
な
い
。

し
か
し
、
導
入
当
初
、
こ
の
番
号
の
利

用
に
つ
い
て
、
い
た
ず
ら
に
危
機
感
ば
か

り
が
強
調
さ
れ
、
個
人
情
報
が
全
て
国
に

把
握
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が

先
行
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
取
得
率
が
低
調
に
な
っ
て
い

る
課
題
が
あ
る
。

前
橋
市
で
は
、「
平
成
24
年
度
補
正
予
算
Ｉ
Ｃ
Ｔ
街
づ

く
り
推
進
事
業
」
の
採
択
を
受
け
、
前
橋
市
や
前
橋
商

工
会
議
所
、
前
橋
工
科
大
学
、
医
療
関
係
団
体
な
ど
産

官
学
公
民
か
ら
な
る
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
し
る
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本
格
的
な
少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
る
一
方
で
、
大
規

模
災
害
等
の
リ
ス
ク
へ
の
備
え
も
必
要
と
さ
れ
る
昨

今
、
総
務
省
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
と

し
て
、「
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
た
災
害
に

強
い
街
の
実
現
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
・
地
域

活
性
化
等
、
地
域
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
街
づ
く
り
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。」（
総
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
引
用
）

と
、
あ
る
よ
う
に
強
い
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
。

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ
く
り
」
の
概
念
は
、
行
政
や
観
光
の

分
野
だ
け
で
な
く
防
災
や
農
林
水
産
、
医
療
・
福
祉
・

保
健
・
介
護
等
の
分
野
に
も
適
用
さ
れ
る
考
え
方
で
あ

り
（
下
図
）、
救
助
や
安
否
確
認
な
ど
の
場
面
で
市
民

を
電
子
的
に
特
定
す
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
幅
が
大

き
く
広
が
る
可
能
性
を
秘
め
た
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
（
も
ち
ろ
ん
、
特
定
さ
れ
な
い
こ
と
を
選
択
す
る

こ
と
も
で
き
る
）。

こ
こ
で
「
電
子
的
な
本
人
特
定
」の
ツ
ー
ル
と
し
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
登
場
す
る
。
よ
く
混
同
さ
れ

が
ち
で
あ
る
が
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
と
「
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
」と
は
全
く
別
の
機
能
で
あ
る
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
は
国
民
に
付
番
さ
れ
る
12
桁
の
数

字
そ
の
も
の
で
、「
社
会
保
障
、
税
制
及
び
災
害
対
策
に

関
す
る
分
野
」
に
利
用
用
途
が
限
定
さ
れ
、
む
や
み
に

政
府
が
個
人
の
情
報
を
取
得
す
る
も
の
で
は
な
い
。

ICT を活用した新たな街づくりのイメージ 
（「ICT 街づくり推進会議 （総務省）」より）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

前
橋
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ
く
り
の
先
進
地

05 2018.05



前橋 ICT しるくプロジェクトの概要

ICT まちなかキャンパスの画面イメージ

ICT しるくプロジェクトの事業イメージ
　　　　　　　　　　　　　　（TOPIC 提供）

地
域
協
議
会
」
を
主
体
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足

さ
れ
た
。
本
事
業
が
現
在
の
様
々
な
取
り
組
み
の
発
端

と
な
っ
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
個
人
を
認
証
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
実
験
用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
配
布
を
基
軸
と
し
て

進
め
ら
れ
た
。
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
「
母
子
健

康
ポ
ー
タ
ル
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
」「
前

橋
マ
イ
ペ
ー
ジ
」
と
い
う
３
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
の
実
証

実
験
を
行
っ
た
（
右
上
図
）。

「
母
子
健
康
ポ
ー
タ
ル
」は
紙
の
母
子
手
帳
と
併
存
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
、
一
部
情
報
を
電
子
化
し
て
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
利
用
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
。
機
能
は
主
に
、
①
予
防
接
種
や
健
診
な
ど
の
情

報
閲
覧
、
②
予
防
接
種
日
の
プ
ッ
シ
ュ
通
知
な
ど
の
お

知
ら
せ
機
能
、
③
日
々
の
日
記
や
写
真
、
初
め
て
記
念

日
な
ど
を
記
録
し
共
有
で
き
る
お
楽
し
み
機
能
、
④
予

防
接
種
情
報
、
健
診
情
報
を
長
期
的
に
保
存
す
る
記
録

保
存
機
能
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
機
能
を
基
に
本
人
認
証

を
伴
っ
て
提
供
す
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
」
は
前
橋
商
工
会

議
所
が
実
施
す
る
「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
い
う

市
民
講
座
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
そ
の
受
講
登
録
、

受
講
申
し
込
み
、
受
講
受
け
付
け
、
ま
ち
な
か
情
報
等

に
つ
い
て
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
用
い
て
行
う
取
り
組
み
で
あ

る
（
右
中
図
）。
情
報
管
理
の
効
率
化
は
も
ち
ろ
ん
、
受

講
す
る
こ
と
で
地
域
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
で
き
る
よ
う
な

付
加
的
機
能
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
。

最
後
に
「
前
橋
マ
イ
ペ
ー
ジ
」
は
、
実
証
モ
ニ
タ
ー

を
小
学
校
の
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
家
庭
に
限
定
し
、

学
校
と
ご
家
庭
、
自
治
体
を
つ
な
ぐ
情
報
ポ
ー
タ
ル
を

ベ
ー
ス
と
し
、
給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
ア
ラ
ー
ト
や
登
下

校
メ
ー
ル
な
ど
の
付
加
的
機
能
を
追
加
し
て
実
施
さ
れ

た
。
実
証
実
験
の
期
間
中
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行

の
時
期
で
、
か
つ
記
録
的
な
大
雪
（
平
成
26
年
豪
雪
）

が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

ご
家
庭
と
学
校
、
自
治
体
と
の
情
報
ポ
ー
タ
ル
と
し
て

９
割
以
上
の
方
が
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
を
支
持
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
成
果
を
ベ
ー
ス
に
実
用
性
や
汎
用

性
、
利
便
性
の
観
点
か
ら
、「
母
子
健
康
ポ
ー
タ
ル
」
を
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母子健康情報サービスの概要
（TOPIC 提供）

市
民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
広
が
り

マイナンバーカードを活用したマイタクの
業務効率化のイメージ（TOPIC 提供）

基
軸
と
し
た
「
健
康
・
保
健
」
の
分
野
へ
の
展
開
が
期

待
さ
れ
、
翌
年
、
近
隣
自
治
体
の
参
加
を
含
め
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

し
る
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
改
名
し
、
当
該
分
野
の
実

証
を
深
め
る
こ
と
と
な
っ
た
（
右
頁
下
図
）。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
前
年
ま
で
の
成
果
に
加
え
、
電
子
お
薬

手
帳
、
救
急
時
利
用
、
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
活
用
、
医
療
画

像
連
携
、
多
目
的
利
用
な
ど
、
ま
さ
に
健
康
・
保
健
の

分
野
に
お
け
る
取
り
組
み
を
深
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
実
証
実
験
の
成
果
を
踏
ま
え
、
実
際
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
実
用
化
、

自
立
的
か
つ
継
続
的
な
横
展
開
を
図
る
た
め
の
団
体
と

し
て
、「
一
般
社
団
法
人
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ
く
り
共
通
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
推
進
機
構
（
以
下
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と

す
る
）」
が
平
成
27
年
３
月
に
設
立
さ
れ
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
は
平
成
28
年
２
月
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
部
分
に
あ
る
電
子
的
な
カ
ギ
を
扱
う

民
間
団
体
と
し
て
、
正
式
に
総
務
大
臣
認
定
を

受
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
前
橋
で
始
め
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
全
国
に
展
開
す
る
体
制

が
整
っ
た
。

現
在
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用

し
た
「
母
子
健
康
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
を
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
化
し
、
テ
ス
ト
導
入
も
含
め
て
全

国
12
の
自
治
体
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
今
年
度
は
徳
島
県
で
「
県
モ
デ
ル
」
と
し

て
、
県
下
10
市
町
村
で
導
入
実
験
が
開
始
さ
れ

る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
一
般
的
な
電
子
母
子

手
帳
ア
プ
リ
と
違
い
、
予
防
接
種
の
履
歴
や
乳

幼
児
健
診
の
結
果
を
自
ら
入
力
す
る
必
要
が

な
く
、
自
治
体
の
記
録
し
て
い
る
デ
ー
タ
が
自

動
で
連
携
さ
れ
る
。
理
由
は
後
述
す
る
が
、
こ
の
デ
ー

タ
連
携
が
実
は
大
変
重
要
な
価
値
を
持
つ
。

そ
れ
が
実
現
で
き
た
の
は
、
正
確
な
電
子
本
人
認
証

が
で
き
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
る
こ
と
で
、
公

の
デ
ー
タ
と
連
携
で
き
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
う
し
た
サ

ー
ビ
ス
は
現
在
、
日
本
全
国
で
も
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
み
の

取
り
組
み
で
あ
る
。

ま
た
、
前
橋
の
公
共
交
通
補
助
政
策
「
マ
イ
タ
ク
」

に
つ
い
て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
化
の
取
り
組
み
が

開
始
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
「
マ
イ
タ
ク
」
は
前
橋

市
在
住
の
75
歳
以
上
の
方
や
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
方
を
対
象
に
タ
ク
シ
ー
利
用
時
に
５
０
０
円
～

１
０
０
０
円
が
補
助
さ
れ
る
制
度
で
、
事
前
申
込
に
よ

っ
て
資
格
証
と
１
人
あ
た
り
紙
の
チ
ケ
ッ
ト
１
２
０

枚
／
年
を
配
布
し
運
用
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
登
録
者

は
２
万
人
を
超
え
、
紙
チ
ケ
ッ
ト
の
処
理
件
数
は
年
間

24
万
件
を
超
え
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
前
橋
市
役
所
が

行
う
事
務
処
理
は
膨
大
で
、
そ
の
コ
ス
ト
は
相
当
な
も

の
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
解
決
手
段
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
「
電
子
版
マ
イ
タ
ク
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

利
用
者
は
タ
ク
シ
ー
車
内
に
搭
載
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

パ
ソ
コ
ン
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
か
ざ
す
だ
け
で

乗
車
処
理
が
な
さ
れ
補
助
を
受
け
ら
れ
る
た
め
、
従
来

の
よ
う
に
資
格
証
や
チ
ケ
ッ
ト
を
持
ち
歩
く
必
要
が
な

い
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
も
利
用
者
の
確
認
作
業
が

ス
ム
ー
ズ
と
な
り
、
か
つ
料
金
も
自
動
的
に
計
算
さ
れ

る
こ
と
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
り
乗
降
車
位
置
が
記
録
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
車
内
で
行
う
手
間
が
大
幅
に
省
か
れ
る
。

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
事
務
職
員
も
、
紙
チ
ケ
ッ
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電子版マイタクで使われるタブレット端末
　　　　　　　　　　　（TOPIC 提供）

一
生
涯
の
健
康
管
理
へ
と
つ
な
が
る
可
能
性

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
へ

ト
の
情
報
を
入
力
す
る
必
要
が
な
く
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に

電
子
的
な
デ
ー
タ
が
生
成
さ
れ
る
た
め
、
処
理
時
間
が

大
幅
に
削
減
で
き
る
。

平
成
29
年
度
に
実
証
事
業
が
実
施
さ
れ
、
現
在
は
条

例
改
正
を
し
、
実
用
化
に
向
け
た
検
討
が
な
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
分
野
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
全
国

の
自
治
体
か
ら
注
目
を
集
め
て
お
り
、
実
験
の
主
体
と

な
っ
た
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
で
は
今
後
、
本
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

化
、
全
国
へ
の
横
展
開
に
向
け
て
、
活
動
を
活
発
化
さ

せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
過
と
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
、
前
橋
市
は
現

在
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
先
進
地
と
し
て
「
前
橋
モ
デ
ル
」
と
呼
ば

れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
「
前
橋
モ
デ
ル
」
の
目
指
す
ビ

ジ
ョ
ン
は
も
っ
と
先
に
あ
る
。
一
つ
は
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・

ヘ
ル
ス
・
レ
コ
ー
ド
（
以
下
、
Ｐ
Ｈ
Ｒ
と
す
る
）
利
活

用
」、
も
う
一
つ
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
さ
ら
な
る
利
活

用
に
よ
る
市
民
生
活
へ
の
寄
与
」の
２
点
で
あ
る
。

「
Ｐ
Ｈ
Ｒ
」
と
は
、
個
人
の
健
康
に
関
す
る
情
報
を

個
々
人
の
管
理
下
に
お
い
て
、
情
報
を
一
元
的
に
閲
覧

し
た
り
、
あ
る
い
は
第
三
者
に
提
供
し
分
析
に
活
用
し

た
り
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
「
自
分
の
情

報
を
自
分
で
管
理
す
る
こ
と
」が
重
要
と
な
る
。

例
え
ば
、
出
生
時
の
体
重
か
ら
、
乳
幼
児
期
、
小
中
高
、

大
学
、
社
会
人
と
一
連
の
体
重
を
グ
ラ
フ
化
し
て
閲
覧

で
き
る
人
は
、
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
ろ
う
。
こ
の
Ｐ
Ｈ
Ｒ
と
い

う
概
念
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の

情
報
を
電
子
的
に
記
録
し
、
本
人
が
受
け
取
る
こ
と
に

よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
と
り
わ
け
、
時
系
列
デ
ー
タ
の
存

在
は
大
変
貴
重
で
、
本
人
の
メ
リ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
に
よ
り
病
気
に
な
る
前
に
そ
の
予
兆

を
検
知
し
、
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
で
未
然
に
病
気
を

防
げ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
個
人

と
す
れ
ば
一
生
涯
の
健
康
管
理
に
つ
な
が
り
、
社
会
全

体
と
す
れ
ば
医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
。

ま
た
、
妊
婦
が
自
身
の
デ
ー
タ
を
Ｐ
Ｈ
Ｒ
と
し
て
産

婦
人
科
医
に
見
せ
よ
う
と
し
た
際
、
妊
婦
本
人
が
入
力

し
た
デ
ー
タ
か
、
行
政
か
ら
連
携
さ
れ
た
デ
ー
タ
か
、

と
い
う
点
に
お
い
て
情
報
の
信
頼
性
に
大
き
く
差
が
出

る
。
自
己
入
力
に
よ
る
デ
ー
タ
は
信
頼
性
に
欠
け
る
こ

と
も
あ
り
、
行
政
か
ら
の
デ
ー
タ
は
信
頼
性
が
高
い
。

こ
う
し
た
信
頼
性
の
高
い
デ
ー
タ
と
し
て
Ｐ
Ｈ
Ｒ
を

扱
う
こ
と
は
、
今
後
の
地
域
包
括
ケ
ア
と
い
っ
た
介
護

の
現
場
な
ど
多
職
種
連
携
に
お
い
て
も
欠
か
せ
な
い
も

の
と
な
っ
て
「
生
活
の
質
」の
向
上
に
つ
な
が
る
。

「
さ
ら
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
利
活
用
」
と
い
う
観
点

で
は
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
利
便
性
の
向
上
が
重
要

で
あ
る
。

例
え
ば
、
行
政
内
で
保
持
し
て
い
る
様
々
な
デ
ー
タ

を
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
ど
う
活
用
す
る
か
、
Ａ
Ｉ
等

を
活
用
し
て
ど
う
分
析
し
有
益
な
政
策
に
反
映
さ
せ
る

か
、
と
い
っ
た
既
存
デ
ー
タ
利
活
用
の
可
能
性
が
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
セ
ン
シ
ン
グ
な
ど
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
用
い
た
新
た

な
デ
ー
タ
収
集
、
大
容
量
や
低
遅
延
を
実
現
す
る
「
次

世
代
５
Ｇ
」
を
活
用
し
た
様
々
な
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス

等
、
そ
の
可
能
性
は
無
限
に
あ
る
。
本
人
特
定
が
で
き

る
こ
と
で
そ
の
価
値
が
大
き
く
増
す
ケ
ー
ス
も
た
く
さ

ん
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
万
能
で
は
な
い
し
、
ま
し

て
や
目
的
で
は
な
い
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
会
に
お
い

て
有
益
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
り
、
効
率
化
を
図
る

際
に
は
、
絶
対
無
二
の
価
値
を
持
つ
ツ
ー
ル
に
な
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

「
前
橋
モ
デ
ル
」
は
今
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
産

官
学
公
民
が
一
体
と
な
り
、
市
民
の
た
め
に
な
る
モ
デ

ル
と
し
て
来
る
超
高
度
情
報
化
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
価
値
を
提
供
で
き
る
か
、
前
橋
モ
デ
ル
と
そ
の
未

来
に
期
待
し
た
い
。

執
筆
協
力
・
資
料
提
供

・
一
般
社
団
法
人
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ
く
り
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

推
進
機
構（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
）

・
㈱
総
合
Ｐ
Ｒ 

社
会
政
策
総
合
研
究
所

082018.05



09 2018.05

〒 371-0023　前橋市本町 2-11-2 富士オートビル 6F　TEL:027-220-5022

43インチインフォメーションディスプレイ
●自分でかんたんにコンテンツが作成できます！
インターネット上で コンテンツを手軽に作成できます。イベントや会議
室のご案内、ウェルカムボードで使えるテンプレートがたくさんあります。

①USBメモリーを抜く

USBメモリーの使用が可能

②PCに挿して、コン
テンツを変える

③USBメモリーを
本体側に挿す

コンテンツ作成支援サービス
「iSignweb」対応。手軽にコン
テンツを作成※

テンプレートを選択

記録メディアに保存

※ご利用には、インターネット環境が必要になります。

ⓒSHARP CORPORATION

ⓒ SHARP CORPORATION

作成・編集

※前橋・高崎・太田ショールームにぜひお越しください。

富士スバル株式会社様設置先
データ

前橋市本町2-11-2
富士スバル㈱様各店舗へ
43インチサイネージディスプレイ 14台納入。



1

2

102018.05

　本事業は、自社の課題やニーズに合ったITツール（ソフト
ウエア、サービス等）を導入する経費の一部を補助し、業務
効率化・売上アップをサポートするものです。申請には、IT
ツールや申請手続等に詳しくない方でも、本事業で登録され
たIT導入支援事業者が代理申請を行います。
　現在、本補助金の第1次公募期間中です。詳しくは左ペー
ジをご覧ください。

　ミラサポは、公的機関の支援情報・支援施策（補助金・助
成金など）の情報提供や、経営の悩みに対する先輩経営者や
専門家との情報交換の場を提供する、中小企業・小規模事
業者の未来を支援するサイトです。
　ミラサポに会員登録（無料）をすると、登録された専門家
の派遣による支援を年３回まで無料で受けることができま
す。詳しくは当所までお問い合わせください。

専
門
家
と
の
連
携
で
企
業
の
経
営
力
向
上
を

支
え
ま
す

東
洋
測
量
設
計
㈱
様
の
支
援
事
例
を

　

担
当
経
営
指
導
員　

山
田 

功
が
紹
介
し
ま
す

　

事
業
拡
大
や
新
規
開
拓
を
目
的
に
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
の
申
請
を
考

え
て
い
た
東
洋
測
量
設
計
㈱
。
申
請
に
あ
た
っ
て
経
営
力
向
上
計
画
の

認
定
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
小
企
業
庁
が
運
営
す
る
「
ミ
ラ
サ

ポ
」の
専
門
家
と
と
も
に
、
計
画
認
定
・
補
助
金
申
請
へ
と
導
き
ま
し

た
。
今
回
は
、
そ
の
支
援
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

の
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
の
申
請
を
検
討
す

る
こ
と
に
な
り
、
第
一
段
階
と
し
て
、
経

営
力
向
上
計
画
の
作
成
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
「
経
営
力
向
上
計
画
」
と
は
、「
中
小
企
業
等
経

営
強
化
法
」に
基
づ
き
作
成
す
る
、
労
働
生
産
性

を
向
上
さ
せ
経
営
力
を
強
化
す
る
た
め
の
計
画

で
、
認
定
さ
れ
る
と
固
定
資
産
税
の
軽
減
や
即
時

償
却
等
税
制
面
の
支
援
、
融
資
・
信
用
保
証
等
金

融
面
の
支
援
、
さ
ら
に
は
補
助
金
に
お
け
る
優
先

採
択
な
ど
の
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、「
ミ
ラ
サ
ポ
」の
専
門
家
派
遣
制
度
を

活
用
し
、
経
営
力
向
上
の
内
容
や
目
標
数
値
の
設

定
な
ど
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
支
援
を
通
じ
て
、
計
画
認
定
も
ス
ム
ー

ズ
に
進
み
、
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
を
活
用
し
て
３
Ｄ

ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る
測
量
や
ド
ロ
ー
ン
空
撮
と

い
っ
た
新
技
術
を
導
入
し
、
人
手
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
な
か
、
業
務
効
率
化
や
業
務
の
幅
の
拡
大
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
の
で
、
様
々
な
情
報
を
発
信
し
な
が

ら
、
日
ご
ろ
か
ら
事
業
者
が
抱
え
る
課
題
に
対

し
、
き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

補
助
金
申
請
に
先
立
ち
経
営
力
向
上
計
画
の

作
成
を﹁
ミ
ラ
サ
ポ
﹂専
門
家
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

国

①サービス等生産性向上IT導入支援事業
　（IT導入補助金）とは？

②ミラサポとは？
　（https://www.mirasapo.jp/）

●沿革
昭和49年に設立以降、測量・設
計を通じ、地域社会の発展や環境
づくりに貢献。ICT技術やドロー
ン、3Dレーザースキャナーなど
最新技術も導入している。

●悩み事
近年は公共事業費が削減され、社
会資本ストックの保守点検業務が
増える傾向。新技術導入による事
業の拡大や新規顧客獲得の必要性
が迫られている。

●事業所名・URL
東洋測量設計株式会社
http//www.toyo-survey.co.jp

●業種
測量業、補償・建設コンサ
ルタント

●住所
前橋市総社町総社868－
13
Tel.027-280-4133

●代表者
茂木　みさ子　氏

企 業 概 要

!

会議所活用DO!
商工会議所の活用事例を紹介します

道道会議所活用DO!道会議所活用DO!

専
門
家
派
遣
に
よ
る
経
営
支
援
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東洋測量設計㈱
代表取締役社長茂木 みさ子さん

新技術（ドローン空撮）で高度なサービスを提供

VOICE

ドローン操縦をする社員のみなさん

主力の測量設計業務

　測量は、ダムや橋、道路、鉄道、
トンネル、ビル、家屋といったあら
ゆる建設工事において、最初に行う
作業であり、工事予定の正確な位置・
高さ・長さ・面積を測定し、図面を
作成します。
　測量の結果が、建造物の条件など
を変更する必要や、開発計画をどう
進めていくのかといった、重要な物
事を決めていくための判断材料の一
つになるため、誤差のない正確性が
要求されます。
　同社では測量の技術を磨くため
の従業員研修や ISO9001 に沿った
PDCA サイクルを回すことにより、
成果物の質を高める活動を行うとと
もに、ドローンなどの新技術を導入
し、高度な業務の展開を進めていく
考えです。

　

Ｉ
Ｔ
導
入
支

援
事
業
補
助
金

の
導
入
に
関
わ

り
申
請
書
の
書

き
方
を
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し

た
。
細
か
な
数
値

の
関
連
性
の
部

分
な
ど
を
、
と
て
も
親
切
に
教
え
て
い
た

だ
き
ス
ム
ー
ズ
に
補
助
金
の
申
請
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
で
は
「
ｉ
ー
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ

ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

当
社
で
は
こ
う
し
た
補
助
金
を
活
用
し
、

こ
れ
ま
で
遅
れ
て
い
た
分
野
と
し
て
３
Ｄ

ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る
測
量
や
ド
ロ
ー
ン
空

撮
な
ど
新
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
従

来
以
上
の
業
務
の
効
率
化
や
仕
事
の
幅

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
新
し
い
ソ

フ
ト
を
使
っ
て
か
ら
受
注
も
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

今
や
時
代
に
適
し
た
技
術
を
持
っ
て

い
な
い
と
仕
事
は
入
っ
て
き
ま
せ
ん
。
当

社
と
し
て
も
よ
う
や
く
、
同
じ
「
土
俵
」

に
上
が
れ
た
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
新

技
術
を
柔
軟
に
使
い
こ
な
せ
る
研
修
に

も
参
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
人

材
教
育
も
並
行
し
て
強
化
し
て
い
き
ま

す
。
今
後
さ
ら
に
、
当
分
野
を
強
化
し
新

規
客
を
開
拓
。
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
強
み
に
営
業
展
開
を
行
っ
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

　

５
年
、
10
年
先
を
見
据
え
つ
つ
、
こ
れ

ま
で
の
知
識
と
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、

新
し
い
技
術
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い

き
ま
す
。

■ 

対
象
者

国
内
に
本
社
及
び
実
施
場
所
を
有

す
る
中
小
企
業
者
等

■ 

対
象
事
業

Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
事
務
局
が
認
定

し
た
「
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業
者
」が

登
録
す
る
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
導
入
す

る
事
業

■
対
象
経
費

サ
ー
ビ
ス
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
導
入
費

（
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
は
対
象
外
）

※
具
体
的
内
容
は
特
設
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://w
w

w
.it-ho

jo.

　
　
　
　

jp/

■ 

補 

助 

率

１
／
２
以
内 

上
限
額
：
50
万
円

　
　
　
　
　

 

下
限
額
：
15
万
円

■ 

公
募
期
間

平
成
30
年
４
月
20
日
（
金
）
〜

　
　

６
月
４
日
（
月
）ま
で

■
お
問
合
せ

前
橋
商
工
会
議
所 

経
営
支
援
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
７
ー
２
３
４
ー

　
　
　
　

５
１
１
５

平
成
29
年
度
補
正

Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金

（
第
１
次
公
募)

の
ご
案
内

経営プラス

　

総
務
担
当
者
の
方
々
を
対
象
に

煩
雑
な
業
務
を
滞
り
な
く
処
理
す

る
た
め
の
日
常
業
務
の
見
直
し
と
、

さ
ら
に
一
歩
進
ん
だ
業
務
処
理
法

を
習
得
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

詳
細
は
、
同
封
す
る
チ
ラ
シ
か
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

日　

時

平
成
30
年
6
月
15
日
（
金
）

午
前
10
：
00
〜
午
後
4
：
00

■
会　

場

前
橋
商
工
会
議
所  

３
階
ア
イ
ビ
ー

■
受
講
料

１
，
０
８
０
円
（
税
込
）

※
昼
食
代
・
テ
キ
ス
ト
代
他

■
定
員

30
名
（
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
）

■
講　

師　

林　

忠
史　

氏

（
㈲
マ
ス
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
代
表
取
締
役
）

■
お
問
合
せ

前
橋
商
工
会
議
所 

経
営
支
援
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
７
ー
２
３
４
ー

　
　
　
　

５
１
１
５

総
務
担
当
者
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
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請
求
や
損
害
賠
償
請
求
な
ど
が
で
き
、

模
倣
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
特
許
を
使
用
し
た
い
会
社
に
使
用

許
諾
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
ラ
イ
セ

ン
ス
収
入
を
得
る
こ
と
も
可
能
に
な
り

ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
新
製
品
を
開
発
し
た

時
、
従
来
の
部
品
を
納
品
先
の
依
頼
に
応

じ
て
改
良
し
た
時
、
新
し
く
事
業
を
始
め

る
時
な
ど
、
特
許
出
願
の
可
能
性
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
は
、
会
社
を
守
り
、
発

展
さ
せ
る
上
で
と
て
も
大
切
で
す
。

　

な
お
、
特
許
は
出
願
し
た
と
し
て
も
全

て
の
も
の
が
特
許
権
と
し
て
保
護
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
願
か
ら
３

年
以
内
に
「
審
査
請
求
」と
呼
ば
れ
る
手

続
き
を
行
い
、
特
許
庁
の
審
査
を
受
け
る

羽鳥国際特許商標
事務所 弁理士　
柿原 希望

貴
社
も
特
許
出
願
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

こ
れ
ま
で
に
特
許
出
願
を
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？
「
特
許
は
技
術
研
究
室

を
備
え
て
い
る
会
社
が
出
す
も
の
で
、
中

小
企
業
に
は
関
係
な
い
」と
思
い
込
ん
で

お
ら
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

で
も
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
！

例
え
ば
、
側
面
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
切

り
餅
や
、
某
ス
テ
ー
キ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ス

テ
ー
キ
提
供
シ
ス
テ
ム
、
ペ
ッ
ト
の
展
示

販
売
ブ
ー
ス
の
構
造
な
ど
、
一
見
、
発
明

と
は
関
係
な
い
よ
う
に
思
う
も
の
も
特

許
出
願
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
許
権
を
取
得
で
き
る
と
、
特
許
権

者
だ
け
に
そ
の
発
明
を
独
占
す
る
権
利

が
与
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
特

許
を
真
似
し
た
第
三
者
に
対
し
て
差
止

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
審
査
に
受
か

り
、
登
録
料
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て

「
特
許
権
」
が
発
生
し
ま
す
。
そ
し
て
以

後
、
毎
年
一
定
の
税
金
を
納
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
出
願
日
か
ら
20
年
間
有
効
に
存

続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

群
馬
県
発
明
協
会
に
あ
る
「
知
財
総

合
支
援
窓
口
」で
は
火
曜
・
木
曜
に
知
的

財
産
権
の
専
門
家
で
あ
る
弁
理
士
や
弁

護
士
に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
前
橋
商
工
会
議
所
に
お
い
て

も
第
一
・
第
三
水
曜
日
に
発
明
相
談
会

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
相
談
会
で
は
特
許
出
願
を

は
じ
め
、
知
的
財
産
に
関
す
る
相
談
を
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非
一

度
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

専
門
家
の
引
き
出
し

知財総合支援窓口配
置専門家、前橋商工
会議所 無料発明相談
員、群馬高等工業専
門学校専攻科環境工
学専攻卒業

群馬中央バス株式会社群馬中央バス株式会社

安全第一・お客様第一・信用第一
そして心に残る旅をお約束

群馬中央バス株式会社

貸切バス事業者
安全性評価認定制度

業界初！最高ランクの
３つ星★★★認定

2015年９月認定取得

〒３７９－２１２１　前橋市小屋原町３８４－１

http://gunmachuobus.co.jp/
☎０２７－２８０－８６１０



会員ひろば ーあなたの会社や商品を紹介しませんか？ー

〒 371-0017　前橋市日吉町 1-8-1
前橋商工会議所 情報発信課 Te l. 027-234-5113　

Fax. 027-234-8031
E-Mail soumu@maebashi-cci.or.jp

貴社の商品や各種サービスを
ご自由に PR ください

お問合せ
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三菱ヒートポンプ式冷温水システム
エコヌクール認定店　前橋市指定工事店

温水床暖房・空気調和・給排水衛生設備
企画・設計・施工・管理を承ります。

当社は、天川大島町から平成30年3月1日に
駒形町（下記住所）に移転しました。

住所  前橋市駒形町1203番地14
Tel  027-289-6458　　　 Fax  027-289-6459

E-mail  harada-t@silver.plala.or.jp
定休日  土・日・祝祭日　 営業時間  8:30〜17:30

快適な生活空間を提案するHARADA

有限会社原田空調設備 建
設
部
会

食
品
部
会

小
売
商
業
部
会

食
品
部
会 社内の熱中症予防に元祖カリカリ梅を！

　創業124年の老舗漬物屋であり、昭和46年にカリカリ梅
を世界で初めて工業的に成功したことでも知られる赤城フ
ーズ。
　カリカリ梅の種類は業界随一！東前橋工場には試食可能
な直販店が併設され、お買い物だけでなく工場見学（要予
約 ）も楽しめます。
　特に暑い季節には、塩分補給にカリカリ梅がおすすめで
す。企業での福利厚生としてのご利用も多数あり、ご家庭用、
業務用と幅広いラインナップを取り揃えております。お気軽
にお問い合せください。

住所  前橋市上大島町84
Tel  027-261-2341（代）　 Fax  027-261-0330

E-mail  info@akagi-foods.co.jp
定休日  日・祝日（土曜は不定休 ）　 営業時間  9:00～17:00

赤城フーズ株式会社
http://www.akagi-foods.co.jp

住所  前橋市表町2丁目20-16
Tel  027-896-9320　　　 Fax  027-896-9320

E-mail  galleryartsoup@gmail.com
定休日  月曜日・火曜日　 営業時間  12:00～20:00

ギャラリーアートスープ
http://galleryartsoup.wixsite.com/galleryartsoup

お客様に感動を提供!!ミルクやお酒を
瞬時に『ふわ・サラ粉雪』に

　当社では、液体から『ふわ・サラ粉雪 』の氷を製造する
「スノーパウダーマシン」を販売開始しました。
　煩雑な操作が要らず、メンテナンスも非常に簡単。さら
に、氷のストックを持つ必要がなく、コストを最小限に抑
えます。食材は、液状物であればほぼ取扱いが可能。成分
により風味や形状が変化してメニューの多様性が見込め
ます。デザートとしてはもちろん、全てのメニューにおい
て素材の味が薄まることなく対応できます。
　販売開始と同時に市内のカフェテリアにテストセンタ
ー（クオーレリッコ 川原町
2-13-5 North Shore E）も
立ち上げました。実際に食
材を試作・試食して貴社オ
リジナルメニューを開発し
ます。まずはテストセンタ
ーに一度、足を運んでいた
だければ幸いです。

誰でも飾れて楽しめる展示会場、
ギャラリーアートスープ前橋駅前へ移転
　ギャラリーアートスープは群馬で活動するクリエイター・ア
ーティストの支援を目的に2013年に高崎で設立された非営利
団体です。2015年からは前橋中央通り商店街に移転、2018年
5月3日から前橋駅前にリニューアルオープンします。
　作品展示の際の審査を原則行わず、年齢経歴やジャンルを
問わず誰でもどんな作品でも出展可能な自由な展示会場です。
　展示室を貸し切って個展を開催、お友達同士でグループ展
を開催するなどのほか、年に一度賞金を懸けたアートコンテス
トが開催されたりその時々のテーマに合わせた作品を持ちよる
企画展示も随時開催されています。

住所  前橋市荒牧町 1 丁目 26 番地 1 号
Tel  027-231-6867　　　 Fax  027-260-1408

E-mail  info@aquapot.jp
定休日  土・日・祝祭日　 営業時間  9:00 〜 18:00

有限会社アクアポット
http://aquapot.jp/
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大
学
は
、
象
牙
の
塔
。
日
々
、
研
究
に
没

頭
す
る
学
問
の
府
。
そ
れ
は
過
去
の
話
。

大
学
は
社
会
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の

こ
と
が
改
め
て
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ

た
。
特
に
「
学
生
と
企
業
と
の
つ
な
が
り
」

強
化
に
、
先
鋭
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
大

学
が
前
橋
に
あ
る
。
共
愛
学
園
前
橋
国
際

大
学
。
全
国
の
学
長
が
教
育
で
注
目
す
る

大
学
で
全
国
5
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
る

大
学
だ
。

　

訪
れ
た
の
は
、
構
内
の
新
校
舎
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ａ
Ｉ　

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
（
共
愛
コ
モ
ン

ズ
）。
学
生
の
主
体
的
な
学
び
の
場
で
あ

り
、
地
域
住
民
に
開
か
れ
た
交
流
の
場
で

あ
る
と
い
う
象
徴
的
な
空
間
だ
。

地
域
が
求
め
る
人
材
を
育
て
る

　

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
（
以
下
、
前

国
大
）の
授
業
は
、
自
ら
考
え
、
学
び
、
協

働
す
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

が
基
本
。
全
コ
ー
ス
全
学
年
を
対
象
に
、
２

つ
の
副
専
攻
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
グ
ロ

ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｇ
Ｃ

Ｔ
）と
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
キ
ャ
リ
ア
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
（
Ｒ
Ｃ
Ｔ
）。
特
に
Ｒ
Ｃ
Ｔ
で
は
、

地
域
が
求
め
る
人
材
育
成
を
主
眼
に
、
１

年
次
か
ら
３
年
次
に
わ
た
り
、「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
実
習
」「
地
域
実
践
演
習
」「
企
業
人

オ
ム
ニ
バ
ス
講
座
」「
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
」
な
ど
の
授
業
科
目
が
あ
り
、
学
生

と
企
業
と
の
接
触
機
会
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
前
国
大
は
前
橋
商
工
会
議
所

と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
地
域
人
材
育
成

に
関
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
文
部
科

学
省
の
大
学
支
援
施
策
、
平
成
26
年
度
「
地

（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）」お
よ

び
平
成
27
年
度
「
地
（
知
）の
拠
点
大
学

に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業
（
Ｃ
Ｏ

Ｃ
＋
）」の
採
択
を
受
け
て
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
。
し
か
し
、
前
国
大
の
「
学
生
と
企

業
と
の
つ
な
が
り
」の
取
り
組
み
は
、
本
事

業
の
採
択
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。

８
割
以
上
の
学
生
が
地
元
企
業
へ

　
「
１
９
９
９
年
、
４
年
制
大
学
開
学
当
初

か
ら
、
グ
ロ
ー
カ
ル
な
人
材
の
育
成
を
掲

げ
て
き
ま
し
た
」と
、
村
山
賢け

ん

哉や

学
部
長
。

地域に愛される大学を目指す
～学生と企業との接点づくりの取り組み

国際社会学部　村山学部長
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グ
ロ
ー
カ
ル
と
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
＋
ロ
ー

カ
ル
」の
造
語
で
、「
国
際
的
な
視
野
を
持

ち
、
地
域
の
課
題
に
取
り
組
む
」
こ
と
を

指
す
。
地
元
企
業
の
海
外
拠
点
で
学
生
が

研
修
を
受
け
る
と
い
う
前
国
大
独
自
の
制

度
は
、
グ
ロ
ー
カ
ル
そ
の
も
の
。
そ
の
ほ
か

に
も
、
学
生
と
企
業
と
の
つ
な
が
り
を
深

め
る
、
多
様
な
取
り
組
み
が
あ
る
。

　
「
バ
ー
チ
ャ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
」と
い
う
授

業
で
は
地
元
企
業
な
ど
と
協
働
し
て
新
商

品
を
開
発
。
毎
年
、
京
都
大
学
で
開
催
さ

れ
る
仮
想
企
業
の
全
国
大
会
「
ユ
ー
ス
エ

ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
」
に
15

年
前
か
ら
参
加
し
、
最
高
位
賞
の
京
都
府

知
事
賞
５
連
覇
な
ど
突
出
し
た
成
績
を
上

げ
て
い
る
。「
バ
ー
チ
ャ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
」

は
産
学
連
携
の
見
本
の
よ
う
な
授
業
で
、

こ
れ
ま
で
約
１
０
０
社
の
企
業
・
団
体
が

関
わ
り
、
実
際
に
商
品
化
さ
れ
た
も
の
も

多
い
。

　

さ
ら
に
、
起
業
家
を
発
掘
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
群
馬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー

ド
」に
も
毎
年
参
加
。
こ
ち
ら
も
大
学
生
・

専
門
学
校
生
の
部
で
４
連
覇
中
と
、
め
ざ

ま
し
い
。「
活
動
は
す
べ
て
学
生
主
体
が
眼

目
」
と
村
山
学
部
長
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
も
学
生
自
身
で
企
業
を
選
び
、
ア
ポ
イ

ン
ト
を
取
る
と
い
う
。

　

企
業
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
取
り
組

み
は
実
を
結
び
、
平
成
28
年
度
卒
業
生
の

う
ち
、
81
％
が
地
元
企
業
に
就
職
。
卒
業

時
の
自
身
の
就
職
先
へ
の
満
足
度
も
96
％

と
高
い
。
入
試
・
就
職
課
の
鈴
木
京
子
課

長
は
「
他
県
か
ら
来
て
い
る
学
生
の
群
馬

へ
の
就
職
も
増
え
て
い
る
」と
話
す
。

学
生
と
企
業
が
刺
激
し
合
う

　

情
報
・
経
営
コ
ー
ス
３
年
新
井
竜り
ゅ
う
や也
さ

ん
、
同
４
年
渡
辺
実み

紅く

さ
ん
、
心
理
・
人
間

文
化
コ
ー
ス
４
年
上
岡
力
也
さ
ん
の
３
人

に
聞
い
た
。
Ｒ
Ｃ
Ｔ
の
授
業
を
受
け
、
意
識

が
変
わ
っ
た
と
口
を
そ
ろ
え
る
。
新
井
さ
ん

は
、
学
生
に
よ
る
地
域
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
共
愛
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
」の
代
表
を
務
め
て
い
た

と
き
、
リ
ー
ダ
ー
と
は
何
か
を
学
ぼ
う
と
、

経
営
者
が
大
学
に
赴
き
講
義
を
行
う
「
企

業
人
オ
ム
ニ
バ
ス
講
座
」を
受
講
。
多
く
の

経
営
者
の
考
え
方
に
触
れ
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
使
命
感
に
つ
い
て
も
教
わ
っ
た
と

い
う
。

　

渡
辺
さ
ん
と
上
岡
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ

４
个
月
の
「
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

に
参
加
。
地
元
企
業
を
深
掘
り
で
き
た
、

座
学
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
行
動
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
、
主
体
性
を
も

っ
て
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
た

な
ど
の
収
穫
の
ほ
か
、
興
味
深
い
こ
と
に

二
人
と
も
、
企
業
側
か
ら
「
初
心
に
か
え

る
」
あ
る
い
は
「
異
な
る
視
点
に
気
づ
か

さ
れ
た
」
と
し
て
「
刺
激
に
な
っ
た
と
評

価
を
受
け
た
」と
い
う
。

　

学
生
と
企
業
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る

前
国
大
の
取
り
組
み
は
、
学
生
と
企
業
、
地

域
が
交
流
し
な
が
ら
刺
激
し
合
う
と
い
う

相
互
関
係
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
村
山
学

部
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
地
域
、
企
業
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
、
教
職
員
が
力
を
合

わ
せ
て
学
生
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
展

望
す
る
。
地
域
と
共
に
あ
り
、
地
域
に
愛
さ

れ
る
大
学
を
目
指
し
た
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
は
ま
だ
ま
だ
進
化
し
そ
う
だ
。

実習後の心境の変化を語る学生たち

株式会社ナカダイでの実務に加わる

前橋赤十字病院では様々な現場を経験

ま
え
ば
し
Ｎ
Ｏ
Ｗ
プ
ラ
ス

前
橋
の
新
お
土
産
ブ
ラ
ン
ド

「
前
橋
一
番
」大
試
食
会
を
開
催

　

前
橋
広
域
物
産
振
興
協
会
で
は
、
新
し
い

お
土
産
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し「
前
橋

一
番
」
と
総
称
し
た
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
本
協
会
所
属
の
事
業
所
が
既
存
の

主
力
商
品
や
新
商
品
の
原
材
料
に
、
前
橋
産

の
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
を
条
件
に
本
協
会

が
認
定
し
、
現
在
で
は
、
45
品
目
を
認
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
へ
の
発

信
を
目
的
に
、
大
試
食
会
を
Ｊ
Ｒ
前
橋
駅
構

内
の
ヴ
ェ
ン
ト
ま
え
ば
し
に
て
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

-大試食会概要-

【期間】
2018年5月27日（日）～5月28日（月）

【会場】
ヴェントまえばし

（前橋市表町2-29-16）（JR前橋駅構内）
【開催時間】
10:00～15:00

（店舗の営業時間は8:00～20:00）
【URL】
http://maebashi-bussan.jp/

【お問合せ】
☎ 027-223-1181（前橋広域物産振興協会）

ま
え
ば
し
Ｎ
Ｏ
Ｗ
プ
ラ
ス
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「この街と共に100年」「この街と共に100年」
葬儀事前相談・見積承ります

36 5日
24時間
対　応

若宮若宮 北代田創業107年
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INFORMATION

平成30年度 前橋商工会議所事務局組織

当所曽我会頭が衆議院経済産業委員
会で中小企業支援を要望しました

第42回前橋商工会議所
会員事業所野球大会参加チーム募集!!

01

0203

平成30年４月１日から新たな事務局体制で、事業に取り組んでまいります。ぜひ、お気軽にご来所ください。

総務課

総務部
 部長：大谷美穂※

政策部
 部長：村井誠志※

地域産業振興部
 部長：山田功※

政策
推進課会計課 情報

発信課
商業観光
振興課

工業
振興課

団体
支援課

経営支援課
城南
支所

経営支援部
 部長：女屋満

群馬県地域
ジョブカードセンター

課　長：今井有子
係　長：牧野友也
主　任：岡田美恵子
　　　：田中恵美
　　　：中原千恵子
　　　：田村浩子

課　長：須田憲人※
課長補佐：須賀裕一※
係　長：稲垣昌茂

課　長：須田憲人※
課長補佐：須賀裕一※
係　長：谷内田敏恵

課　長：金井俊幸※
課長補佐：福田輝和
書　記：糸井達哉

課　長：金井俊幸※
課長補佐：大塚伸二
主　事：吉澤寛加

係　長：岡安美和
　　　：塚田知宏
　　　：都丸秀子
　　　　 （城南支所担当）

齋藤良二
（シニアアドバイザー)
課長補佐：横山善彦
主　任：関口奈央

新井欽也・太田豊・
湯浅雅夫・尾関憲一郎・
髙橋洋子

課　長：大谷美穂※
課長補佐：大竹和代
係　長：福田優美子
　　　：吉田容子

事務局長 村井誠志※

専務理事 中島克人

中小企業相談所
 所長：山田功※

※は兼務
下線はパート・嘱託

職員：22名
（専務理事含む）
嘱託・臨時等：12名

（委託事業含む）

　平成30年4月10日、当所の曽我
孝之会頭（日本商工会議所中小企業
経営専門委員会共同委員長）が、衆
議院経済産業委員会で生産性向上
特別措置法案等の審議の参考人と
して意見陳述しました。
　意見陳述のなかで曽我会頭は中
小・小規模事業者の設備投資や
IoT導入、事業承継や創業などへの
支援強化を訴えました。

参考：衆議院インターネット審議
　　　中継ビデオライブラリ

　当所では、会員皆様の福利厚生事業
の一環として、毎年会員事業所野球大
会を実施し、明るく健康な職場づくり
を応援しています。本年は、下記のと
おり開催します。多数のチームのご参
加をお待ちしています。

■日　　程　 平成30年６月３日（日）、10日（日）、７月１日（日）、
22日（日）、29日（日）

　　　　　　決勝戦：８月５日（日）※雨天順延の可能性有
■会　　場　桃ノ木川グランド
■参 加 費　12,500円（税込み）
お申込み

所定の参加申込書にご記入のうえ、５月16日（水）までに前橋商工
会議所総務課（Tel. 027-234-5111）まで参加費を添えてお申込み
ください。なお、参加申込書は当所ウェブサイトよりダウンロード
してご記入ください。

［写真：（株）上毛新聞社提供］
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INFORMATION
御用聞き型企業訪問事業
私たちが直接訪問して
一緒に課題を解決します！

04

お問合せ・お申込み
前橋商工会議所 経営支援課　Tel. 027-234-5115

　前橋市・前橋工科大学・前橋商工会議所の３者がタッグを組む
「チーム御用聞き」が、コーディネーターとともに企業へ直接訪
問し、様々な相談を受け、課題解決へのアドバイス、製品化へ向
けた開発支援、商品化に向けた販路支援等、各支援機関等と連携
しながら企業の稼ぐ力の向上をお手伝いします。お気軽にご利用
ください。

〈御用聞き型企業訪問（コーディネーター）フロー〉

　前橋商工会議所では、
地域の自慢の逸品を週
替わりで販売する、「全
国から毎週集まる!!地
域うまいもんマルシェ

（日本百貨店しょくひん
かん/東京・秋葉原）」
での出店スペースを確保し、その出店希望者を募集します。

■出展概要
１．出店場所
　　日本百貨店しょくひんかん 館内の催事スペース（3.5m×1.4m）
　　（東京都千代田区神田練塀町８-２ CHABARA内）
２．対象商品
　　飲食料品
３．期間
　　平成30年７月24日（火）～７月30日（月）
４．出店対象者
　　前橋商工会議所の会員であり、当所管内（旧前橋市）に
　　本店・支店等がある中小企業・小規模事業者
５．募集締切
　　�５月31日（木）まで。出店を希望される方、またはご相談につ

いては、下記までお問い合わせください。
６．出店料
　　無料
　　　※但し、売上の20％を店舗（日本百貨店）に支払う
　　　※その他、経費は自社でのご負担となります
７．その他
　　申し込み多数の場合は調整させていただきます。

お問合せ・お申込み
前橋商工会議所 商業観光振興課　Tel. 027-234-5109
参考 https://www.jcci.or.jp/umaimon（日本商工会議所）
　　� https://syokuhinkan.nippon-dept.jp/（日本百貨店しょくひんかん）
　　 http://www.maebashi-cci.or.jp/（前橋商工会議所）

　全国の中小企業の中から経済的・社会的に優れた成果をあげて
いる企業を選んで贈られる歴史と実績のある中小企業のための賞
です。前橋商工会議所は、その推薦機関となっております。応募
締め切りは６月20日まで。詳細は中小企業研究センターもしくは
当所へお問い合わせください。

■候補企業の資格
　資本金または出資総額が３億円以下かつ創業あるいは設立後
３年以上の法人企業または個人企業。ただし、株式公開企業お
よび資本金３億円を超える会社の子会社・関連会社は除きます。
(その他、要件があります)
■表彰の種類
(1)グランプリ (2)優秀企業賞 (3)特別賞 (4)新技術事業化推進賞

お問合せ
前橋商工会議所 経営支援課　Tel. 027-234-5115
※�公募要領等は、公益社団法人中小企業研究センターのウェブサ

イトをご覧ください。URL:https://www.chukiken.or.jp/

日本百貨店しょくひんかんで
自社自慢の商品を首都圏でＰＲ、
販路開拓しませんか？

グッドカンパニー大賞 候補企業の募集!!
中小企業研究センターからのお知らせ

06

05

-出店のメリット-
★首都圏向けのテストマーケティングに活かせます！
★商品をバイヤー・メディア等にPR出来る絶好の機会です！
★同百貨店内において、都内での常設販売のチャンスです！
★小回りの利く販売スペースで目的に応じた展開が可能です！
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早期経営改善計画策定支援事業の
ご案内08

一般社団法人前橋法人会　第６回通常総会・
時局講演会開催のご案内07

　５月21日、前橋法人会では「第６回通
常総会」及び「時局講演会」を開催します。
講師には、経済ジャーナリスト・作家の
渋谷和宏氏をお招きして「誰も語らない
日本経済の行方～輝く組織・輝く人は～」
をテーマにお話し頂く予定です。
　法人会々員以外の方でも無料で聴講で
きます。聴講希望の方は５月11日（金）ま
でに法人会事務局までお申し込みくださ
い。
■日　　時　平成30年５月21日（月）　午後３:00～４:30
■会　　場　前橋商工会議所　２階　サクラ
■講　　師　渋谷 和宏氏（経済ジャーナリスト・作家）
■テ ー マ　�「誰も語らない日本経済の行方 
　　　　　　～輝く組織・輝く人は～」
■受 講 料　無料
お問合せ

前橋法人会事務局（前橋市日吉町１-８-１）
Tel. 027-234-2248　E-mail.maeho@grace.ocn.ne.jp

専門家の力を借りて自己の経営を見直しませんか？
資金繰り管理や採算管理等の早期の経営改善を支援します

　認定経営革新等支援機関（国が認める士業等の専門家）の支援を
受けて資金実績・計画表、ビジネスモデル俯瞰図、経営改善のた
めのアクションプラン、３カ年の損益計画等、早期の経営改善計
画を策定する場合、専門家に対する支払費用の２/３（上限20万円
まで）を負担する事業を行なっております。

例：計画策定費用　　　�総額　225千円
　　　　　　　　　　　　　事業主負担　   75千円
　　　　　　　　　　　　　センター補助 150千円
　　モニタリング費用　�総額　   75千円
　　　　　　　　　　　　　 事業主負担　　25千円
　　　　　　　　　　　　　 センター補助　50千円

お問合せ
公益財団法人　群馬県産業支援機構　経営改善支援センター
Tel. 027-265-5064　Fax. 027-265-5069
前橋商工会議所 経営支援課　Tel. 027-234-5115

　工業統計調査は、我が国における工業の実態
を明らかにすることを目的とした統計法に基づ
く報告義務のある重要な統計です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興などの基
礎資料として利活用されます。調査時点は、平
成30年６月１日となります。調査票へのご回答
をよろしくお願いいたします。

■調査時点　平成30年６月１日
■調査対象　従業者数４人以上の全ての製造業事業所
■調査内容　１年間（平成29年１月～12月）の生産活動に伴う
　　　　　　製造品出荷額、原材料使用額等
■調査方法　�統計調査員による直接訪問または調査票を
　　　　　　郵送にて配布
お問合せ

群馬県企画部統計課　Tel. 027-226-2419

「中小企業庁：はばたく中小企業・小
規模事業者300社」に当所常議員の
株式会社関東高圧容器製作所が選ば
れました

工業統計調査にご協力ください
～群馬県からのお知らせ

09

10

　様々な分野で活躍している中小企業・
小規模事業者を表彰する「はばたく中小
企業・小規模事業者300社」に、当所常
議員企業である「株式会社関東高圧容器
製作所」が選ばれましたので、皆様にご
紹介するとともに、今後のさらなる発展
とご活躍を祈念いたします。

■企業名　株式会社関東高圧容器製作所
■代表者　矢端 和之
　　　　　（代表取締役社長）
■選出された取組み
　○�韓国の合弁会社、中国（上海）の現地法人設立など、海外展開

を図り、日系企業を中心に新たなユーザーの開拓に努めてい
る。

　○�県内20社の協力企業と連携し、協力企業が保有する技術を活
かせるネットワークづくりに努め、地域経済の活性化にも繋
げている。

　○�グローバルな視野に立ち新たな事業戦略を描ける経営者とし
ての資質を身に付けるため、後継者育成に取り組んでいる。

会長三澤 益巳群 馬 県 信 用 保 証 協 会
創業・経営・再生の「三つの支援」と事業承継支援で企業の明日を積極サポート！

営業時間にご利用いただける窓口相談とご連絡いただければ当協会担当職員が伺わせていただく出前金融・経営相談を無料で行っています。
創業応援チーム、女性創業応援チーム「シルキー クレイン」も是非ご活用ください。

【本店】 前橋市大手町3－3－1  ℡027－231－8816　【前橋連絡所】 前橋商工会議所内  ℡027－234 －5115（代）  詳しくは　http://gunma-cgc.or.jp/　まで

当協会では、創業支援や経営支援、事業承継支援において、中小企業診断士等の専門家による相談や診断、計画策定等にかかる
費用を当協会が補助する事業を行っています。積極的にご活用ください。

経営診断、生産性向上支援、
経営改善計画策定支援など

創業相談、
創業計画策定など

事業承継助言、
事業承継計画策定支援など創業支援 経営支援 事業承継支援
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自動車税の納税は、５月31日(木)までに!!　～群馬県前橋行政県税事務所からのお知らせ11
　自動車税は、道路の整備だけでなく、医療、福祉、
教育の充実など、安心・安全な暮らしを確保する
ための財源として、大切に使われています。
◆自動車税は、コンビニエンスストアのほか、県
内金融機関、郵便局、行政県税事務所、自動車税

事務所、インターネットバンキング、「Pay-easy（ペイジー）」対応
のATMでも納税できます。
　また、Webサイト「Yahoo!公金支払い」からクレジットカード
で納税できるようになりました。  

お問合せ
群馬県前橋行政県税事務所　Tel. 027-234-1800
又は群馬県自動車税事務所　Tel. 027-263-4343

※継続検査用、構造等変更検査用の納税証明書について
　�自動車を譲渡する場合には納税証明書も一緒に渡し、自動車を譲

り受ける場合には納税証明書も一緒に受け取りましょう。
※�個人の事業税、不動産取得税も５月１日からクレジット納税がで

きるようになりました。

軽自動車税のお知らせ 
～前橋市からのお知らせ12

　軽自動車税は４月１日現在の所有者に課税されます。５
月中旬に所有者へ納税通知書を発送します。５月31日（木）
までに納めてください。

●軽四輪車・軽三輪車の重課税率適用について
　新車新規登録から13年経過した車両には重課税率が適
用されます。（別表１）

●小型特殊自動車などの税率
　平成28年度から小型特殊自動車・原付自転車（125cc以
下のバイク）・軽二輪・二輪の小型自動車・雪上車の税率
が変更となりました。（別表２）

●グリーン化特例（軽課）
　平成29年度に新車新規登録した軽四輪車・軽三輪車の
軽自動車のうち排出ガス性能及び燃費性能の優れた環境負
荷の小さい車両は、その燃費性能に応じて、軽自動車税の
税率を軽減する特例措置「グリーン化特例（軽課）」が平成
30年度分に限り適用されます。（別表３）

●小型特殊自動車も軽自動車税の申告が必要です
　取得した車両が小型特殊自動車に該当する場合は、公道
を運行しない車両についても、申告（標識の交付）が必要と
なりますので、手続きをお願いします。申告場所は、前橋
市役所２階市民税課34番窓口、大胡・宮城・粕川・富士
見の各支所税務課又は城南支所です。

【納付について】
納税は、安全・便利で確実な口座振替で。コンビニエンス
ストア、ペイジー、クレジットカードなどでも納付できま
す。

お問合せ
前橋市役所 市民税課　
Tel. 027-898-5842・5843（直通）

別表 1　三輪及び四輪の軽自動車の税額（年額）

車　種
　　　　　

初度検査日
新車新規登録から 13 年経過前

【重課税率】
新車新規登録

から 13 年経過

平成 27 年 3 月
31 日までに新

車新規登録

平成 27 年４月
１日以後の新車

新規登録

軽自動車

三　　輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四
輪
以
上

乗用・自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円
乗用・営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円
貨物・自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円
貨物・営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

別表２　原動機付自転車及び二輪車等の税額（年額）
車　種 税　率

原動機付自転車

50cc 以下　 2,000 円
50cc 超～ 90cc 以下 2,000 円
90cc 超～ 125cc 以下 2,400 円
ミニカー 3,700 円

小型特殊自動車
トラクター、コンバイン等の農耕作業用 2,400 円
フォークリフト、ロードローラー等 5,900 円

軽二輪車雪上車
軽二輪 (125cc 超～ 250cc 以下 ) 3,600 円
ボートトレーラー ( 二輪 ) 3,600 円
雪上車 3,600 円

小型二輪（250cc 超） 6,000 円

別表３ グリーン化特例（軽課）（年額）
【経過年度】取得期間：平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日…平成 30 年度分に限り税率を軽減

車種　   　  軽課区分＊1 ① ② ③ ①～③以外

四
輪

乗用・自家用 2,700 円 5,400 円 8,100 円 10,800 円
乗用・営業用 1,800 円 3,500 円 5,200 円 6,900 円
貨物・自家用 1,300 円 2,500 円 3,800 円 5,000 円
貨物・営業用 1,000 円 1,900 円 2,900 円 3,800 円

三輪 1,000 円 2,000 円 3,000 円 3,900 円
＊１
①電気自動車、天然ガス軽自動車（平成 21 年排出ガス 10％低減）
②乗　用：2020 度燃費基準＋ 30％達成車
　貨物用：平成 27 年度燃費基準＋ 35％達成車
③乗　用：2020 年度燃費基準＋ 10％達成車 ( ②の軽自動車を除く )
　貨物用：平成 27 年度燃費基準＋ 15％達成車 ( ②の軽自動車を除く )
※②と③については、平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成車 ( ★★★★ )
　又は平成 30 年排出ガス基準 50％低減達成車に限る
※各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。

新ＪＡＳ認定工場（日本農林規格）
ＡＱ認証工場
生産物賠償責任保険（ＰＬ保険加入済）

佐々木木材防腐株式会社
群馬県前橋市下大島町577-2
tel 027-266-1324　fax 027-266-1180

http://sasakimokuzaibofu.cute.to
e-mail  sasakimokubofu@kl.wind.ne.jp

天然木
国産木材

高耐久性　ウッドデッキ・フェンス
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第９回 T-1 グランプリ表彰式
グランプリ店は『中南米料理 幸せの扉ボルデ「チーズケバブメヒカーナ」』に決定！13

　前橋市内の飲食店を対象にし
た群馬県産豚肉料理コンテスト

『T-１グランプリ』は今回で第
９回目。エントリーのあった
63店舗の中から選ばれた入賞
店６店舗の表彰式が、４月15
日（日）に開催された前橋中心市

街地ツナガリズム祭りの会場で行われました。同時にグランプリ
店の発表も行われ、中南米料理 幸せの扉ボルデ「チーズケバブメ
ヒカーナ」がグランプリに輝きました。オーナーの平松賢二氏は

「豚さん・生産者さんと前橋の全ての皆様に感謝します」と受賞の
喜びを語りました。
　当日の会場には、一部入賞店による販売ブースも設けられ、訪
れた人々はころとんのお出迎えのもと、グランプリ店と入賞店の
料理に舌鼓を打ちました。投票期間中はたくさんの方にご協力、
ご投票いただき本当にありがとうございました！ 

　前橋市市民活動支援センター（Mサポ）では、企業の皆様、NPO
等と行政、市民の協働による、まちづくりのさらなる推進に取り
組んでいます。この度、CSR（企業の社会貢献活動）の機会として、
前橋プラザ元気21周辺の清掃活動を開催いたします。皆様のご参
加、ご協力をお待ちしております。
■活動内容　清掃活動（ごみ拾い、草むしりなど）
■日　　時　平成30年５月20日（日）
　　　　　　午前8:00～9:00（受付7:30～）
■活動範囲　前橋プラザ元気21周辺
■集合場所　前橋プラザ元気21北側　フレッセイ入口前
■目　　的　�CSR活動の一環として社会貢献できる機会の創出、

元気21周辺の環境美化、参加者間の交流
■参加方法　直接集合場所へお越しください。
■連絡事項
　⑴�ゴミ袋は用意します。ほうき、ちりとり、ごみ取りトング等、

お持ちの用具をご持参ください。
　⑵�前橋プラザ元気21北側駐車場及び市営駐車場をご利用の場合、

４時間無料となります。駐車券をお持ちください。
　⑶�雨天の場合、中止とします（小雨決行）。午前7時に当センター

ウェブサイトでお知らせします。または下記電話番号へお問
い合わせください。

お問合せ 　前橋市市民活動支援センター（Mサポ）
Tel. 027-210-2196　http://maebashi-shiminkatsudo.jp/

　株式会社レストランスワンは、「ぐんぎん地方創生私募債」を通
じて「T-１グランプリ」の開催に役立てていただくため、前橋市
へ20万円を寄付しました。その贈呈式が４月17日（火）前橋市役所
にて執り行われ、同社の萩原社長は「TONTONのまちづくりに使
ってほしい」と述べられました。
　この私募債は株式会社群馬銀行が私募債発行の手数料の一部か
ら学校や地方公共団体等に寄付または備品の寄贈をすることで地
方創生の取り組みを支援する商品で、平成29年１月の取扱開始以
降、平成30年３月時点で168件の発行実績があります。

第９回T-１グランプリ結果
【グランプリ】
　・中南米料理 幸せの扉 ボルデ
　　「チーズケバブメヒカーナ」

【入賞店】（※パンフレット掲載順）
・�Butch　「Butch'sプレート 上州麦豚ロースト

ポーク＆スペアリブ」
・G.G.C.前橋店　「麦豚のポークシチューのせハンバーグ」
・きむち屋　「榛名絶品豚めし 白」
・レストランロッタ　「麦豚カツサンド」
・そば処 大村 関根　「カツカレーライスセット」

〈参加覆面審査員〉　105名
〈投票総数〉　640票
お問合せ

第９回T-１グランプリ実行委員会事務局（前橋市観光振興課）
Tel. 027-210-2189

春のＭサポクリーン活動　参加募集
株式会社レストランスワン

「ぐんぎん地方創生私募債」発行を
通じて「Ｔ-1グランプリ」を支援

15 14

頑張るシニア世代（60歳以上）
の方の生命医療共済です。 前橋商工会議所へ

☎ 234ー 5111（代）

◆お申込み・お問合せは

☎ 254ー 2755（前橋支店）

の方の生命医療共済です。
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前橋市からのお知らせ
MAEBASHI CITY

平成30年５月27日（日）午前10:00～午後5:00　前橋駅北口前　駅前通り

「まえきフェス」「けやき並木フェス」連携のイベントが開催されます。

　駅前から前橋を元気にする、「まえきフェス」と前橋駅前北口広場や上毛
倉庫にて「けやき並木フェス」が同時開催されます。前橋駅周辺では、地
元の農産物や加工品の販売、お洒落なフリーマーケット、駅長制服撮影会
や大人気のシンカリオンが登場するなど、駅ならではのイベントも。上毛
倉庫では、子どもや親子向けの体験型ワークショップや飲食ブースが設置
されるなど、盛りだくさんの内容です。新しい休日の過ごし方をお楽しみ
ください。
　なお、ご来場にあたりましては、公共交通機関をご利用ください。

　　■日　　時　平成30年5月27日（日）
　　　　　　　　午前10:00～午後5:00
　　■会　　場　JR前橋駅北口
　　　　　　　　上毛倉庫
　　■主な内容　フリーマーケット
　　　　　　　　体験型ワークショップ
　　　　　　　　飲食・物販ブースの設置

平成30年５月26日（土）、27日（日）午前11:30～午後8:30　前橋中央イベント広場

アットホームな雰囲気で食とビールのイベントを楽しみませんか？

　様々なコンテンツが前橋中央イベント広場で楽しめる食とビールの屋
台村2018が開催されます。ステージでは、風のまち音楽祭やまちなか音
楽祭による様々なイベントが開催されるほか、お子様が体験できるコー
ナーもご用意しております。
　ぜひ、ご家族やご友人とお出掛けください。

　　■日　　時　平成30年５月26日（土）
　　　　　　　　平成30年５月27日（日）
　　　　　　　　※６月以降も毎月開催されます！
　　　　　　　　午前11:30～午後8:30
　　■会　　場　前橋中央イベント広場
　　■主な内容　ビールなどの飲食ブース
　　　　　　　　ステージイベント
　　■お問合せ　前橋オクトーバーフェスト
　　　　　　　　実行委員会・担当星野まで
　　　　　　　　Tel. 027-233-1255

「けやき並木フェス」・「まえきフェス」開催のお知らせ

まえばし活きな食とビールの屋台村2018　開催のお知らせ

担当課／前橋市役所　にぎわい商業課　商業振興係　Tel. 027-210-2273

担当課／前橋市役所　にぎわい商業課　商業振興係　Tel. 027-210-2273
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市営パーク城東１階（赤城県道沿い）のテナントを公
募します。前橋文学館の向かいで、広瀬川河畔整備
も進められている注目のエリアです。詳細は本市ホ
ームページをご覧ください。

【公募概要】
■所 在 地　前橋市城東町二丁目３番８号
■面　　積　145・99㎡
■賃　　料　131,010（円／月）
■共 益 費　4,490（円／月）
■敷　　金　賃料の３ヶ月分
■募集業種　小売・サービス業など
■申込期間　平成30年５月31日（木）まで（申込多数の場合には審査を行います）
■申込・問合せ　前橋プラザ元気21　１階にぎわい商業課（Tel. 027-210-2273）

市営パーク千代田で１事業者あたり２台以上を定期利用する法人を対象に、利用料金を割引しています。

■対　　象　２台以上の定期駐車利用を希望する法人
■月額料金　8,000円（税込）
■駐車場所　４階または５階
■申 込 み　５番街立体駐車場１階駐車場事務所
■問 合 せ　前橋市まちづくり公社駐車場管理室（027-235-7102）

　にぎわい商業課が管理する下記のホール、広場を貸し出しています。ぜひご活用ください。
　①はにぎわい商業課 商業振興係（027-210-2273）、②、③、④はまちなか分室（027-289-5565）へ
お問い合わせください

名称
所在地

貸付面積 料金 予約受付 備考

①にぎわいホール
本町 2-12-1
前橋プラザ元気 21
(1 階 )

約 514㎡
1 時間　 1,020 円

（営利目的3,080円）

利用希望日の
1 年前の月の
初日

9:00 ～ 22:00
（1 日最大 13 時間利用可）
椅子・テーブル
OA 機器等の附属設備有

②中央イベント広場
千代田町 2-8-21
ほか

約 1,200㎡
1 日　　 4,101 円

（営利目的7,108円）

利用希望日の
6 ヶ月前の月の
初日

原則 8:00 ～ 20:00
4 時間単位の利用可
区画単位の利用も可
人工芝敷　ステージ有
椅子 100 脚　電源盤利用可

③まちなかサロン
千代田町 2-11-1
鈴木ストアビル 1 階

約 85㎡ 無料
利用希望日の
3 ヶ月前の月の
初日

原則 10:00 ～ 18:00
テーブル・椅子・ピクチャーレ
ールの備品有

④まちなか工房
千代田町 2-8-11

約 61㎡
1 日　　  190 円

（営利目的 293 円）

利用希望日の
3 ヶ月前の月の
初日

原則 10:00 ～ 18:00
ピザ窯の利用可 1 日 1,000 円

（ガス料金は別途負担）

市営パーク城東のテナントを公募します

市営パーク千代田を定期駐車利用する法人を募集中です

広場・ホールを貸し出します（どなたでも利用可）

担当課／前橋市役所　にぎわい商業課　商業振興係　Tel. 027-210-2273

担当課／前橋市役所　にぎわい商業課　商業振興係　Tel. 027-210-2273
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前橋市からのお知らせ
MAEBASHI CITY

　群馬県外から前橋市内に転入し就職した若者、及びその方を雇用した市内中小企業者に奨励金を交付します。

【ＵＩＪターン就職者用】
■対 象 者　次のいずれにも該当する40歳未満の方を対象とします。
１　次の各号のいずれかに該当し、平成29年７月２日以降に前橋市内で事業を営む中小企業等に就職した方
　（１）前橋市内から群馬県外に転出して１年以上経過した後、再び前橋市内に転入した方（Ｕターン）
　（２）�群馬県外から前橋市内に転入した方（群馬県外から群馬県内の大学に進学し、卒業後前橋市内の中小企業に

就職した方を含みます。）（Ｉターン）
　（３）前橋市外から群馬県外に転出し、前橋市内に転入した方。（Ｊターン）
２　�前橋市内に転入後６か月以内又は転入前３か月以内に正規雇用され、その後６か月以上継続して勤務してい

る方
３　奨励金交付後、５年以上前橋市内に住所を有する意思がある方
４　市税を滞納していない方
■交付金額　支給対象者１人につき５万円
　　　　　　�なお、配偶者又はその他扶養親族とともに転入した場合は、扶養親族１人につきそれぞれ２万５千

円を加算します（同一世帯上限10万円）
■申請方法　�対象事業所に正規雇用され（転入日が雇用開始日より遅い場合は転入後）６か月経過した日から３か

月以内又は３月29日のいずれか早い日までに、前橋市ウェブサイトにある様式（書類）に基づき申請
してください。

【事業者用】
■対 象 者　�前橋市内で事業を営む中小企業者等で、ＵＩＪターン就職者用の対象となる方を雇用し、かつ、市

税に滞納がない事業者。
■交付金額　対象労働者１人につき５万円
　　　　　　なお、１事業所につき、25万円（対象労働者５人）を上限とします。
■申請方法　�対象労働者を正規雇用し（転入日が雇用開始日より遅い場合は転入後）６か月経過した日から３か月

以内又は３月29日のいずれか早い日までに、前橋市ウェブサイトにある様式（書類）に基づき申請し
てください。

■お問合せ　前橋市役所　産業政策課　雇用促進係　Tel. 027-898-6985

　平成30年４月より ｢市長への手紙｣ が「前橋市への提案・意見」へ名称を変更して再スタートしました。
　回答のスピードアップを目指して、原則担当課がお答えしますが、いただいたご提案・ご意見は、市長まで届
けるとともに、これからの市政運営の貴重な資料として役立てていきます。
　ご意見を送る方法は、電子申請（本市ホームページから）、メール (shiseihasshin@city.maebashi.gunma.jp）、
ファックス（027-224-1288）、専用用紙（市役所１階・２階の意見箱に設置）、専用はがき（市有施設など55箇所
に設置）のほか任意の用紙等でも受付いたします。
　専用はがき等により提出いただく場合は、市役所本庁舎内、中央公民館（前橋プラザ元気21 ３階）、各支所、各
市民サービスセンターに設置してあります意見箱へ投函するか、切手を貼付し市政発信課へ郵送してください。

■お問合せ　市政発信課　市民提案推進室　Tel. 027-898-6644

前橋市ＵＩＪターン若者就職奨励金

「前橋市への提案・意見」をお待ちしています。

担当課／前橋市役所　産業政策課　雇用促進係　Tel. 027－898－6985

担当課／市政発信課　市民提案推進室　Tel. 027-898-6644 
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富士見商工会からのお知らせ

経営支援事例をご紹介します。

　富士見商工会は会員企業に対して、経営支援（専門家派遣や補助金申請・経営計画作成支援）
を行っております。今回は、その一事例をご紹介します。

事業所名：独標（どっぴょう）　
代 表 者：冨板弘樹
住　　所：前橋市富士見町原之郷 275-2
定 休 日：月曜日（不定休あり）
営業時間：10:00 ～ 19:30
℡ 027-289-8039

　前橋市富士見町の九十九山の近くでパンの製造小売を営んでい
ます。近隣のみならず前橋市内からのお客様も多く、食パンやあ
んバターが人気ですが、特に独標の特色を生かした手作りベーコ
ンを活用したパンが大変人気があります。
　商工会の制度を活用して、専門家を交えながら、経営計画を作
成し実行している企業です。今回、その計画に基づいてピザ窯を
導入しました。この導入にあたって、新しい事業を行う事業者の
取り組み計画を支援する経営革新計画の承認を群馬県から受けま
した。本格的ピザ窯を導入しているパン製造小売業は前橋市内で
はおそらく独標だけであると思われます。店内にはイートインの
コーナーもあり、アツアツの本格ピザをその場で食べることがで
きます。
　店内の窓から雄大な赤城山を眺めながら、皆様もアツアツピザ
をご賞味あれ。

前橋市富士見町小暮 104-1　TEL 027-288-2593　FAX 027-288-4889
E-Mail　fujimi-shoko@dune.ocn.ne.jp　　HP  http://www.fujimi-shoko.com

事業所概要

（富士見商工会）
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地方裁判所 消防署 テルサ

17

県庁前通り 至桐生
市役所

税務署税務署
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川

至高崎
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庁

日
銀 P

〒371-0023 前橋市本町1-1-11
TEL.027-224-8151（代表）

前橋支店

新店舗に移転しました

ぐんラボ！制作室　前橋市元総社町67　TEL.027-280-5722　FAX.027-280-5744

http://www.gunlabo.net/
みんなの「群馬が好き」を伝えたい！

55 平日毎日更新！

おすすめ
の

お店・観光
スポット

など

4,830
掲載中！

件

おかげさまで

個性派麺

人事・労務の専門家　信頼できるビジネスパートナー

〒371-0801　前橋市文京町２-９-19 TEL 027-260-8111   FAX 027-260-8122
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生産性向上支援訓練のご案内

◦生産性向上支援訓練とは

　「生産性向上支援訓練 」とは、企業の生産性向上に係る課題解決のための知識やスキルを習得す

るための訓練です。

　新任層から管理者層まで、幅広い階層に対するカリキュラムモデルの中から、お客様に最適なカ

リキュラムをご提案し、お客様の生産性向上のための課題解決のお手伝いをいたします。

　ものづくり分野を中心とした在職者訓練と併せて、生産性向上支援訓練の活用もご検討ください。

ポリテクセンター群馬　生産性向上支援訓練担当
TEL:027-347-3963　FAX:027-347-6667
MAIL:gunma-seisan@jeed.or.jp

目 的
組織の生産性向上に係る課題解決のための知識や技能・技術を習得することを
目的としています。

訓 練 内 容
流通、物流、IoT、クラウド、組織マネジメント、マーケティング等、企業の生産
性の向上に効果的な管理・改善やその技法に関する訓練です。

対 象 者 会社からの指示により受講される方（個人での受講はできません。）

講 師 専門的な技能やノウハウを持つ民間機関等が訓練を担当します。

日 程 ･ 時 間
訓練時間は、6時間～30時間の間で、ご要望に合わせて設定できます。
夜間や土日の訓練や、一日あたりの訓練時間が短時間の設定も可能です。

会 場 お客様の自社会議室や外部の施設など、ご要望に合わせて設定できます。

定 員 5名～30名を標準とします。

受 講 料 訓練時間に応じて、1人あたり税込3,240円～ です。

※カリキュラムの詳細については、お問い合わせください。◦カリキュラム例

◦実施までの流れ

お問い合わせ

・サービス業におけるIE活用 ・クラウド活用入門
・流通システム設計 ・物流システム設計
・IoTを活用したビジネスモデル ・業務効率向上のための時間管理
・顧客分析手法 ・組織力強化のための管理
・提案型営業手法 ・実務に基づくマーケティング入門
など、様々なカリキュラムの中からご利用いただけます。

① お客様の生産性向上のための課題やご要望をもとにカリキュラムをご提案し、日程等を調整して
訓練コースを設定します。

② ポリテクセンターがお客様のご希望に合わせて訓練実施機関の選定を行います。

③ 受講申込後、所定の期日までに受講料をお支払いください。

④ お客様と②で決定した訓練実施機関とで、訓練の実施方法等の調整を行います。

⑤ 訓練受講者は直接会場へ行き、訓練を受講してください。
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平成 30 年 5 月号  定価 390円（税込）
企画編集　広報・広聴委員会
発 行 人　前橋商工会議所
　　　　　会頭　曽我孝之

編　集　後　記
　社会人として20年。あらためて「チームワーク 」の大切さを痛感しました。
　大学と地域がひとつのチームとなりゴールを目指す。目に見えない「想い」が伝わり「成果」
となってカタチを現す。一丸となってチームの課題を発見、解決できる力を養い全国制覇を
成し遂げる。まさに「チームワーク 」の賜物です。
　企業経営やまちづくりにおいても、組織が同じ目標に向かい一丸となることでこれからの
時代の変化に対応し、生き抜く力を生み出せると思います。
　デジタル社会に対応し、生産性も向上させることが不可欠な時代となるなか、特集では前
橋市がICTの先進地として「前橋モデル」と呼ばれ、現在マイナンバーカードの利活用につき、
その可能性を追求していることを取り上げました。
　情報化が進み、私たちの生活や産業構造が変化するなか、「チーム 」の将来像について再確
認するきっかけにしていただけたら幸いです。
 （須田）
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徳川ミュージアム

　

宇
都
宮
市
の
花
「
さ
つ
き
」
を
全
国
に

Ｐ
Ｒ
す
る
市
内
最
大
の
さ
つ
き
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
は
じ
め
、
全
国
各

地
の
さ
つ
き
愛
好
家
が
丹
精
こ
め
て
育
て

た
「
さ
つ
き
」
約
２
５
０
点
が
展
示
さ
れ

ま
す
。
会
期
中
は
花
き
・
花
木
の
即
売
を

実
施
す
る
ほ
か
、
宮
の
も
の
づ
く
り
達
人

「
亀
井
光
夫
」
さ
ん
に
よ
る
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
や
会
場
内
を
め
ぐ
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
お

誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
２
０
１
８
年
５
月
26
日（
土
）〜

６
月
３
日（
日
）

 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

 
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

【
会
場
】
道
の
駅
う
つ
の
み
や

 
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村

 

（
栃
木
県
宇
都
宮
市
新
里
町
丙

２
５
４
番
地
）

宇都宮さつき＆花フェア2018

お問合せ
徳川ミュージアム
場　所：茨城県水戸市見川 1-1215-1
休館日： 月曜日（ただし祝日の場合は

開館）、年末年始
URL：http://www.tokugawa.gr.jp/

お問合せ
都宮さつき＆花フェア実行委員会

☎ 028-632-2456

会員掲示板

株式会社山口製作所【産業機械製造業】 堀越町 691-1
株式会社エム・シーコネクト【臨床試験受託業】 城東町 5-656-17
三宝株式会社【車部品販売】 富士見町赤城山 1204-1284
株式会社高橋建築設計事務所【建築設計業】 粕川町新屋 244-6

有限会社カネヨシ商店　杉村　宗徳 （旧）杉村　金二郎
損害保険ジャパン日本興亜株式会社　松尾　隆志 （旧）疋田　建一

株式会社商工組合中央金庫前橋支店　本町 1-1-11 （旧）大手町 2-6-17
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発行 前橋商工会議所
〒371-0017 前橋市日吉町1丁目8番地1
Tel.027-234-5111㈹
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株式会社総合PR
〒371-0846 前橋市元総社町936－4
Tel.027-253-8331

新規加入

代表者変更

住所変更

月

2018

5
　

北
関
東
自
動
車
道
の
全
線
開
通
に
よ
り
、
前
橋
市
か
ら
宇

都
宮
市
へ
は
１
時
間
30
分
、
水
戸
市
へ
は
２
時
間
30
分
と
な

り
、
北
関
東
３
県
の
距
離
感
は
ぐ
ん
と
近
く
な
り
ま
し
た
。

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
水
戸
と
宇
都
宮
の
商
工
会
議
所
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。
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